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11
月
６
日
（
日
）
、
武
蔵
中
央
公
民
館

セ
ン
ト
ラ
ル
ホ
ー
ル
で
、
学
校
関
係
者
や

地
域
・
保
護
者
等
の
代
表
、
行
政
関
係
者

等
３
５
８
人
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

「
〝
教
育
の
里
づ
く
り
〞
の
集
い
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

集
い
で
は
、
学
力
向
上
の
取
り
組
み
の

先
進
地
で
あ
る
秋
田
県
大
仙
市
の
三
浦
憲

一
教
育
長
に
、
大
仙
市
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
国

東
市
教
育
委
員
会
か
ら
国
東
市
の
児
童
生

徒
の
学
習
面
・
生
活
面
の
実
態
報
告
を
行

い
ま
し
た
。
続
い
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
代
表
者

が
こ
れ
か
ら
の
教
育
に
つ
い
て
「
集
会
ア

　

東
日
本
大
震
災
・
津
波
災
害
で
は
、
沿

岸
部
の
学
校
施
設
に
大
き
な
被
害
を
与
え

る
と
と
も
に
児
童
生
徒
や
教
職
員
に
も
多

く
の
犠
牲
者
が
で
ま
し
た
。

　

各
小
中
学
校
で
は
、
安
全
教
育
の
一
環

と
し
て
計
画
的
に
防
災
教
育
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
授
業
中
、
昼
休
み
、
登
下
校

中
な
ど
、
い
ろ
ん
な
場
面
を
想
定
し
て
避

難
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
避
難
訓
練

な
ど
防
災
活
動
の
内
容
は
、
家
庭
や
地
域

と
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
児
童

生
徒
は
、
地
域
に
い
る
時
間
の
方
が
多
い

こ
と
か
ら
も
、
今
後
は
地
域
で
の
防
災
訓

練
へ
の
参
加
等
、
家
庭
・
地
域
ぐ
る
み
の

防
災
教
育
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
海
岸
か
ら
の
距
離
が
近
い
学

校
、
海
抜
の
低
い
校
区
（
竹
田
津
小
・
富

来
小
・
武
蔵
東
小
・
安
岐
小
・
国
見
中
）

で
は
、
国
東
土
木
事
務
所
、
国
東
市
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
（
松
本
保
会
長
）

の
協
力
を
得
て
、
防
災
教
室
《
土
木
未
来

（
と
き
め
き
）
教
室
〜
地
震
と
津
波
に
つ

い
て
〜
》
を
実
施
し
ま
し
た
。
地
震
・
津

教
育
だ
よ
り

12月

ピ
ー
ル
」
を
宣
言
し
、
家
庭
・
地
域
・
学

校
が
一
体
と
な
っ
て
教
育
に
関
わ
っ
て
い

く
大
切
さ
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
集
い
は
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
参

加
、
ご
協
力
に
よ
り
盛
会
に
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
な

ど
で
い
た
だ
い
た
貴
重
な
ご
意
見
や
、
学

ん
だ
多
く
の
も
の
を
成
果
と
課
題
と
し
て

整
理
し
、
市
教
育
委
員
会
と
し
て
今
後
の

施
策
に
い
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。 

〈
主
な
意
見 ―
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り―

 

〉

○
こ
の
よ
う
に
市
民
が
集
ま
り
共
通
意
識

を
持
つ
こ
と
は
、
と
て
も
大
切
な
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
講
演
も
と
て
も
よ
く

わ
か
り
ま
し
た
。

○
学
校
と
地
域
が
一
緒
に
教
育
を
考
え
る

こ
の
機
会
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
と
て

も
良
か
っ
た
で
す
。
国
東
市
に
力
を
感

じ
ま
し
た
。

○
学
力
や
生
き
る
力
を
伸
ば
す
に
は
、
学

校
の
教
育
力
、
そ
れ
を
支
え
る
地
域
人

材
の
活
用
・
教
育
委
員
会
の
画
期
的
な

教
育
方
針
の
す
べ
て
が
一
体
化
し
て
実

現
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
市
や

県
の
教
育
費
を
如
何
に
充
実
し
て
い
く

か
に
よ
る
と
思
い
ま
す
。

波
の
起
こ
る
仕
組
み
や
避
難
の
仕
方
に
つ

い
て
、
ク
イ
ズ
や
ス
ラ
イ
ド
を
通
し
て
、

真
剣
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
今
回
の
震
災
状
況

を
踏
ま
え
て
、
児
童
生
徒
の
安
全
を
第
一

に
、
改
め
て
学
校
の
防
災
対
策
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。各
学
校
で
は
、校
区
や
児
童

生
徒
の
実
態
に
即
し
て
防
災
計
画
を
見
直

し
、想
定
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、実
効
性
の
あ

る
防
災
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

⑴
学
校
の
現
状
把
握

　

海
抜
、
海
岸
か
ら
の
距
離
、
河

川
か
ら
の
距
離
、
避
難
経
路
・
場

所
の
指
定
等

⑵
学
校
施
設
の
状
況

　

校
舎
の
高
さ
、
屋
上
・
最
上
階

の
収
容
可
能
人
数
等

⑶
防
災
組
織
の
見
直
し

　

校
長
、
教
頭
、
担
任
の
不
在
時

や
夜
間
・
休
日
の
連
絡
体
制
等

⑷
対
応
行
動

　

避
難
方
法
、
避
難
訓
練
、
家
庭

や
関
係
機
関
と
の
連
携
等
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（
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／
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／
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地
域
ぐ
る
み
で
防
災
対
策
を

「
〝
教
育
の
里
づ
く
り
〞
の
集
い
」を
開
催

○
ふ
る
さ
と
祭
り
と
重
な
っ
て
出
席
で
き

な
か
っ
た
人
も
い
ま
し
た
。
で
き
る
限

り
重
な
ら
な
い
日
時
の
設
定
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
ご
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
参
加
者
に
は
、
今
後
の
子
育
て
・

教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
主
体
的
に
捉
え
、

関
わ
っ
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
認
識
し

て
い
た
だ
い
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

来
年
度
以
降
も
、
開
催
時
期
・
広
報
の

仕
方
等
を
考
慮
し
な
が
ら
継
続
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。


